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企
業
の
金
融
行
動
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
要

因
と
し
て
、い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
企
業
が
設
備
投
資
を
活
発
化
さ

せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
海
外
の
旺
盛
な
需

要
に
対
応
す
る
と
同
時
に
、
国
際
的
な
競

争
力
の
確
保
を
意
図
し
た
行
動
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
今
後
と
も
設
備
投
資
は
高
水
準

を
維
持
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

も
う
一
つ
は
、
企
業
業
績
が
ピ
ー
ク
ア
ウ

ト
し
た
こ
と
で
あ
る
。
企
業
業
績
が
悪
化
に

転
じ
た
理
由
は
ア
メ
リ
カ
経
済
の
不
安
定

化
、
原
材
料
価
格
の
高
騰
、
為
替
レ
ー

ト
の
円
高
で
あ
る
。
当
面
、
こ
れ
ら
の

状
況
に
変
化
が
な
く
、
企
業
業
績
の
足

を
引
っ
張
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

つ
ま
り
、
二
〇
〇
八
年
を
見
通
し
た

場
合
、
企
業
業
績
が
悪
化
す
る
一
方

で
、
先
行
投
資
と
し
て
の
設
備
増
強
が
継
続

さ
れ
よ
う
。
こ
の
た
め
、
企
業
は
手
持
ち
の

流
動
性
を
取
り
崩
す
か
、
資
金
を
調
達
す

る
こ
と
に
な
る
。
昨
年
半
ば
以
降
の
企
業
金

融
行
動
の
変
化
が
一
時
的
な
も
の
だ
と
は
い

え
な
い
。

ア
メ
リ
カ
経
済
の
動
向
が
不
安
定
で
あ
る

か
ぎ
り
、
日
本
銀
行
が
政
策
金
利
を
引
き

上
げ
る
こ
と
は
な
い
。
と
は
い
え
、
原
材
料
価

格
の
高
騰
を
製
品
価
格
に
転
嫁
す
る
動
き

が
活
発
化
し
て
い
る
。
製
品
価
格
の
上
昇
は

い
ず
れ
賃
金
に
も
波
及
し
よ
う
。
ア
メ
リ
カ

経
済
が
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
と
き
、

日
本
銀
行
の
金
融
政
策
に
転
機
が
訪
れ
る

可
能
性
を
意
識
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
と
き
、
企
業
が
設
備
投
資
の
た
め
の
資
金

確
保
を
続
け
て
い
る
の
な
ら
、
久
々
に
日
本

の
金
融
市
場
が
引
き
締
ま
る
か
も
し
れ
な

い
。

業
の
金
融
行
動
に
変
化
が
見
ら
れ

る
。
今
年
三
月
末
、
不
動
産
業
界

の
資
金
繰
り
が
逼
迫
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

日
本
銀
行
の
統
計
を
利
用
し
、
金
融
機

関
を
除
い
た
民
間
企
業
の
金
融
資
産
・
負
債

の
状
況
を
示
し
た
の
が
下
表
で
あ
る
。
な
お
、

こ
こ
で
の
金
融
資
産
に
は
株
式
が
時
価
ベ
ー

ス
で
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
対
外
投
資
に

は
金
融
資
産
の
形
態
で
の
直
接
投
資
が
含

ま
れ
て
い
る
。

こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。

第
一
に
、
現
金
・
預
金
の
残
高
が
わ
ず
か

で
は
あ
る
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
株
式
の
保
有
が
減
少
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
昨
年
夏
以
降
の
株
価
下
落
の
影

響
で
あ
る
。

第
三
に
、
対
外
投
資
が
増
加
し
て
い
る
。

内
訳
を
み
る
と
、
対
外
証
券
投
資
と
直
接

投
資
が
と
も
に
増
加
し
て
い
る
。
企
業
が
海

外
へ
積
極
的
に
進
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
証

拠
で
あ
る
。

第
四
に
、
金
融
負
債
が
増
加
に
転
じ
て
い

る
。
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
民
間
金
融
機
関

か
ら
の
借
入
が
前
年
同
期
比
で
増
加
に
転

じ
る
と
同
時
に
、コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ペ
ー
パ
ー
の
発

行
残
高
の
増
加
が
目
立
つ
。

こ
れ
ら
の
結
果
、
ネ
ッ
ト
金
融
資
産
の
金

額（
表
で
の「
差
し
引
き
」の
金
額
）が
急
速

に
縮
小
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
企
業
が
金

融
資
産
と
し
て
保
有
し
て
い
る
現
金
・

預
金
に
は
運
転
資
金
と
し
て
必
要
不

可
欠
な
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

と
、
対
外
直
接
投
資
が
換
金
で
き
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
、
ネ
ッ
ト
金
融
資

産
が
プ
ラ
ス
で
あ
っ
て
も
資
金
繰
り
に

十
二
分
な
余
裕
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
と

は
い
え
注
意
が
必
要
な
の
は
、
ネ
ッ
ト
金
融

資
産
が
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
の
は
二
〇
〇
五
年

第
4
四
半
期
末
で
あ
り
、
企
業
マ
イ
ン
ド
が

明
る
さ
を
増
し
て
い
た
時
期
に
相
当
す
る
こ

と
だ
。
今
後
と
も
二
〇
〇
七
年
後
半
の
減

少
ス
ピ
ー
ド
が
続
く
な
ら
、
ネ
ッ
ト
金
融
資

産
が
二
〇
〇
八
年
の
前
半
に
で
も
マ
イ
ナ
ス

に
転
じ
か
ね
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
金
融
市

場
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
そ
う
で
あ

る
。
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2006.1�

200.3 �

31.6 �

128.0 �

71.3 �

431.2 �

327.9 �

71.5 �

399.5 �

31.7 
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31.6 �

128.0 �

71.3 �

431.2 �

327.9 �

71.5 �

399.5 �

31.7 

2006.3�

193.6 �

30.8 �

119.4 �

73.7 �

417.4 �

323.2 �

74.1 �

397.2 �

20.2 

2006.4�

191.5 �

32.9 �

125.0 �

87.4 �

436.8 �

333.8 �

75.1 �

408.9 �

27.8 

2007.1�

197.8 �

32.5 �

124.3 �

86.8 �

441.4 �

330.8 �

73.7 �

404.5 �

36.9 

2007.2�

192.7 �

35.2 �

127.5 �

86.2 �

441.6 �

321.6 �

75.1 �

396.7 �

44.9 

2007.3�

193.2 �

32.2 �

119.2 �

88.1 �

432.7 �

328.8 �

76.7 �

405.5 �

27.1 

2007.4�

190.4 �

33.3 �

112.4 �

92.4 �

428.5 �

331.5 �

78.4 �

409.9 �

18.6 

（兆円）�

金融資産�現金・預金�

債券等�

株式�

対外投資�

借入�

債券等�

金融負債�


